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福井市における重層的支援体制整備事業について

福井市 福祉政策課 福祉総合相談室よりそい



福井県福井市の概要

人口 256,435人

世帯数 106,722世帯

面積 536.41㎢

高齢化率 29.7%

保護率 1.02%

【R5.4.1 現在】

2024春 北陸新幹線福井開業

・2019年4月に本市は中核市に移行しました
・2024年春には北陸新幹線福井開業を予定
しています

福井市



福井市の課題

ダブルケア

相談機関

８０５０問題

どのように支援すれば良いの? 他機関と連携し支援したいけど、
どこに相談すればいいの?

ヤングケアラー

複合的な
相談の増加

今後も増加が予想される複合的な相談に対応するため、
庁内外の関係機関との連携強化が必要

福井市の課題



福井市の課題

つながり ともにささえあい 築き上げる 共生のまち

第４次福井市地域福祉計画(令和４～８年度)の基本理念

人々が様々な地域生活課題を抱えながらも、住み慣れた地域で自分らしく安心して暮らせる
よう地域住民等が支え合い、暮らしや生きがい、地域をともにつくっていく「地域共生社会」
の実現を目指す。

令和４年度の移行準備事業を経て、
令和５年度から重層的支援体制整備事業を開始



福井市の重層的支援体制整備事業の全体像

包括的相談支援事業

参加支援事業

地域づくり事業

地域住民等の
交流の場づくり

就労体験

ボランティア活動

地域住民
多機関協働事業

関係機関

地域住民

訪問

地域団体

アウトリーチ等を通じた継
続的支援事業

重層的支援体制整備事業

民間団体

プラン作成

アウトリーチ支援員

就労支援コーディネーター

地域づくりコーディネーター



福井市の重層的支援体制整備事業の概要

・一部委託にて実施
・「多機関協働会議」の名称で、
重層的支援会議及び、支援会議
を実施
・多機関協働会議は庁内関係所
属を中心に関係機関で構成し、
事務局は福祉総合相談室が担当

・直営にて実施
・就労体験やボランティア活動
をマッチングし、支援が必要な
方を多様な社会参加へつなげる
・地域若者サポートステーショ
ンなどと連携し、対象者の紹介
や活動受入先の確保を実施

包括的相談支援事業 参加支援事業 地域づくり事業

・一部委託にて実施
・市社会福祉協議会から受け入
れた職員を、地域づくりコー
ディネーターとして配置
・既存の集いの場を起点とした、
地域住民との交流の場づくりに
取り組んでいる



包括的相談支援事業の概要

・本人、世帯の世代や属性にかかわらず、地域
住民からの相談支援を連携し実施
・アウトリーチ支援員を中心に、ひきこもりの
方など、アウトリーチ支援が必要な方へ継続的
に訪問し、つながり続ける伴走支援を実施

・個別の支援ネットワークでは対応が難しい複
雑化・複合化した課題を抱えた事例について、
月２回、関係機関が集まり、多機関協働会議
(支援会議、重層的支援会議)を行うなど、関係
機関と連携を図り、支援体制を構築



包括的相談支援体制の詳細

種別 窓口 設置数(形態)

高齢 地域包括支援センター 13か所(委託)

障害

障がい者基幹相談支援事業所 1か所(委託)

地区障がい相談支援事業所 4か所(委託)

発達障がい相談支援事業所 1か所(委託)

子ども

子育て支援課 1か所(直営)

妊娠・サポートセンターふくっこ 1か所(直営)

生活困窮 福祉総合相談室よりそい 1か所(直営)

※多機関協働事業の調整機関は福祉総合相談室よりそい

相談支援窓口一覧 福祉総合相談室よりそいの体制変更

福祉事業所

地域福祉課

生活支援課

障がい福祉課

地域包括ケア推進課

子ども福祉課

子育て支援課

保育園

＜令和３年＞

福祉事業所

福祉政策課

生活支援課

障がい福祉課

地域包括ケア推進課

子ども福祉課

子育て支援課

保育園

福祉総合相談室

＜令和４年＞



多機関協働事業

• 相談の情報整理
• 支援機関の役割分担
• 多機関協働会議(重層的支援会

議・支援会議)の実施

地域包括支援センター
地域包括ケア推進課
介護保険課

高齢者

子ども福祉課
子育て支援課
健康管理センター

子ども

基幹相談支援センター
障がい者相談支援事業所
障がい福祉課
福井市保健所

障がい者

生活支援課(生活保護) 生活困窮者自立支援事業 等

生活困窮者

福祉総合相談室 よりそい

福井市における福祉総合相談体制のイメージ

福井市民

• 全ての窓口で相談を受け
止め、適切につなぐ体制

• 複合化した課題に対し、
機関が連携して支援

対象・連携先が明確な相談

相談

相談

調整

• 複合的課題がある相談で、対象
や連携先が確定していない相談

• 生活困窮者、ひきこもり相談



参加支援事業の概要

・就労を希望する障がい者などを対象に、就労
支援コーディネーターが就労のマッチングを行
い、就労体験を実施

・ひきこもりの方など、社会とのつながりづく
りが必要な方に対し、地域づくりコーディネー
ターらが、関係機関と連携を図りながら、ボラ
ンティア活動をマッチングし、社会参加につな
げる

※写真はボランティアの様子(イメージ)



地域づくり事業の概要

・地域づくりコーディネーターが中心となり、
既存の集いの場(２０か所)を活用しながら、地
域で世代や属性を越えた交流の場や居場所づく
りを進める

・地域づくりコーディネーターが中心となり、
地域におけるプラットフォームづくりを支援
することにより、地域活動を活性化していく
・福祉部署以外のまちづくり部署とも連携し、
地域づくりを進めている※写真は地域活動支援センターと地域の高齢者とのユニバー

サルスポーツを通じた交流の様子 ※写真は地域での懇談会の様子



福井市の重層的支援体制整備事業の推進体制

地域共生社会推進実務者会議 地域共生社会推進代表者会議

目的 重層的支援体制整備事業実施計画のＰＤＣＡ
及びその遂行に必要な施策を実務者レベルで
具体的に検討し、代表者会議に諮る

重層的支援体制整備事業実施計画のＰＤＣＡ
及びその遂行に必要な施策を代表者レベルで
検討、オーソライズ

内容 ・重層的支援体制整備事業実施計画の実務者
レベルでの策定・評価・検証

・多機関協働会議で見えてきた分野横断的な
福祉的ニーズや課題に対する施策、地域資
源の創出の検討・立案

・重層的支援体制整備事業実施計画の策定・
評価・検証

・実務者会議で立案された施策を代表者レベ
ルでの検討、オーソライズ

構成機関 生活支援課
障がい福祉課
地域包括ケア推進課
子ども福祉課
子育て支援課
健康管理センター
保健所
福祉総合相談室よりそい

福井市自治会連合会
福井市民生児童委員協議会連合会
福井市地区社協連絡協議会
福井市民生児童委員協議会連合会 主任児童
委員部会
福井市身体障害者福祉連合会
福井市ボランティア連絡協議会
福井市介護サービス事業者連絡会
福井市母子寡婦福祉連合会
福井市社会福祉協議会
公募市民


